
ハシ
l
l
ハセ

過
候
ぱ
溢
録
用
残
三
分
二
之
内
を
以
給
人
に
可
謹
之

事
0

』
と
あ
り
、
以
後
時
々
そ
れ
に
闘
す
る
規
定
が
あ

っ
た
。ハ

シ
ロ
コ
ウ
橋
鍋
鶴
金
棒
の
俳
人
。
鱒
蓬
蔚

と
も
毛
物
子
と
も
観
し
た
。
俳
識
を
好
み
、
亭
保
十

周
年
歳
旦
帳
を
上
梓
し
た
。

ハ
ス
遺

J
レ
y
コ
y

恕
様
。

ハ
ス
イ
ケ
運
池
石
川
郡
長
屋
庄
に
臆
す
る
部

宮
市
。
日
本
往
生
停
に
加
賀
凶
の
一
寡
婦
の
家
に
蓮
池

が
あ
り
、
花
時
保
に
之
を
弼
陀
仰
に
供
養
し
た
が
、

迭
に
そ
の
錨
聞
に
蛍
っ
て
夜
し
た
と
の
誠
が
あ
る
。

諸
国
鳳
卿
は
之
を
こ
の
諮
池
村
の
こ
と
で
あ
ら
う
と

し
て
ゐ
る
が
、
開
よ
り
確
諮
は
な
い
。

ハ
ス
イ
ケ
サ
コ
ン
シ
ョ
ウ
ゲ
ン
怠
池
左
涯
滞
監

承
久
三
年
並
泌
の
能
脅
同
問
数
日
録
に
、
『
白
知
庄
内

公
文
職
一
町
、
承
久
二
年
検
立
定
、
話
拙
左
近
勝
監
』

と
あ
る
。
公
文
は
問
所
の
紡
併
を
す
る
腕
で
あ
り
、

蓮
池
氏
は
公
文
職
で
、
こ
れ
は
そ
の
脇
町
で
あ
ら

う
。
但
し
麹
拙
民
の
鹿
腕
が
何
れ
で
あ
っ
た
か
明
ら

か
で
な
い
。

ハ
ス
イ
ケ
ポ
リ
趨
池
堀
金
禅
城
の
鰯
手
に
あ

っ
て
、
俗
に
百
間
期
と
稽
し
た
。
苛
金
禅
御
坊
の
あ

っ
た
時
揺
を
植
ゑ
た
腕
と
い
ふ
。
富
田
景
周
殻
に
、

内

Z
イ
サ

こ
の
蓮
池
が
あ
る
に
よ
っ
て
、
そ
の
東
南
の
地
ハ
今

の
粂
穴
岡
西
北
部
〉
を
も
蓮
池
と
い
う
た
が
、
そ
れ

は
レ
Y
チ
と
呼
ん
で
こ
の
捌
と
区
別
す
る
と
あ
る
。

ハ
ス
ヌ
マ
ノ
タ
タ
カ
ヒ
趨
沼
の
鞍
天
正
十
三

年
二
用
前
悶
利
家
の
臣
村
井
長
頼
は
越
中
を
侵
略
せ

ん
こ
と
を
踏
う
た
。
利
家
印
ち
衆
を
集
め
て
軍
機
し

た
が
、
長
額
の
臣
小
林
大
納
言
・
屋
後
太
右
衛
門
は
、

も
と
越
中
の
蓋
で
地
理
に
精
し
か
っ
た
か
ら
、
謡
沼

を
焼
夷
す
る
策
を
上
っ
た
。
利
家
之
を
容
れ
、
骨
四

日
利
家
・
利
長
父
子
は
凶
境
に
止
っ
て
聾
援
に
備
へ
、

長
額
を
諮
泊
方
面
に
潜
行
せ
し
め
、
笠
錬
鴎
火
を
民

家
に
政
ち
、
敵
三
百
を
破
っ
て
絡
に
兵
を
攻
め
ん
と

し
た
。
時
に
成
政
の
配
下
松
根
の
城
代
移
山
主
計
、

城
ヶ
端
の
符
河
地
蔵
右
衛
門
等
、
直
に
来
っ
て
長
頓
に

遁
跡
し
た
の
で
、
長
額
以
下
皆
奮
闘
し
て
返
却
し
た
。

後
サ
八
日
利
家
、
長
頼
に
勝
二
千
石
を
加
へ
、
翌
日

利
長
も
感
燃
を
授
け
、
秀
吉
は
報
を
得
て
質
調
を
奥

へ
た
。ハ

セ
イ
波
井

4
そ
り
ヲ
カ
ハ
セ
イ
森
岡
毅

弁
。

ハ
セ
イ
ン
長
谷
腕
金
揮
下
欠
原
町
に
あ
っ
て

回
洞
宗
に
鹿
す
る
。
山
税
は
大
悲
山
。
元
和
七
年
瑞

雲
寺
三
代
関
室
芳
壊
の
開
創
で
、
瑞
雲
寺
の
塔
顕
で

あ
っ
た
が
、
安
政
九
年
一
寺
・
の
取
扱
と
沿
っ
た
。

ハ
セ
ガ
ハ
長
谷
川
鹿
島
郡
小
田
中
領
長
谷
ヶ

谷
内
及
び
藤
井
領
大
谷
内
の
爾
谷
か
ら
流
出
し
、
藤

井
領
で
久
江
川
に
務
合
ふ
。
流
桂
三
粁
許
。

ハ
セ
ガ
ハ
ガ
タ
ホ
ウ
長
谷
川
串
方
交
鋸
峰
は

金
滞
の
町
館
闘
で
、
公
事
掲
等
三
ヶ
防
御
用
を
勤
め
て

居
た
。
院
予
方
は
そ
の
養
子
で
、
初
め
遊
峰
と
も
覚
障

と
も
い
ひ
、
亦
一
一
一
ャ
腕
御
用
の
町
留
師
で
あ
っ
た
が
、

諸
政
十
二
年
十
一
札
人
扶
持
を
得
て
務
の
御
外
科
と
な

り
、
文
化
四
年
六
周
夜
。
そ
の
聾
子
有
方
、
ま
た
後

に
県
方
と
い
ひ
、
文
化
四
年
七
人
扶
持
を
受
け
、
天

保
二
年
五
人
扶
持
を
加
・
へ
、
十
三
年
十
二
用
新
知
百

石
を
賜
は
っ
た
。

ハ
セ
ガ
ハ
ゴ
Z

号
ン
長
谷
川
王
右
衛
門
本
闘

越
前
。
摘
江
申
務
大
織
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
後
加
賀

に
来
。
、
篠
原
m
m
m
一
孝
に
仕
へ
、
叉
横
山
山
城
長

知
に
縛
じ
て
百
五
十
石
を
受
け
、
大
坂
陣
に
従
う
て

そ
の
後
役
に
首
三
つ
を
得
、
前
回
剥
常
か
ら
白
銀
二

枚
・
悦
子
こ
を
貸
腸
せ
ら
れ
た
。

ハ
セ
ガ
ハ
サ
ン
Z

号
ン
長
谷
川
三
右
衛
門
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本

閣
は
尾
張
。
父
長
谷
川
越
中
は
織
田
信
秀
に
仕
ヘ
、

後
信
長
に
仕
へ
た
。
三
右
衛
門
は
慶
長
ご
年
前
田
利

家
に
仕
へ
て
七
百
石
を
賜
は
り
、
利
長
の
時
累
挫
し

て
千
三
百
五
十
石
を
受
け
、
民
奉
行
を
勤
め
、
鹿
長

十
六
年
夜
。
子
採
務
に
世
襲
す
る
。

ハ
セ
ガ
ハ
シ
ゲ
ツ
ネ
長
谷
川
霊
恒
遁
稽
額
母
・

内
匠
。
突
は
大
襲
。
璽
恒
新
知
・
家
督
併
せ
て
千
石

を
領
し
た
が
、
家
政
治
ら
ざ
る
を
以
て
、
元
機
四
年

三
周
知
行
を
波
紋
し
、
越
申
大
・
捕
に
在
郷
を
命
ぜ
ら

れ
、
三
十
人
扶
持
を
奥
へ
ら
れ
た
。
貿
永
四
年
五
周

発
さ
れ
て
萄
知
を
復
し
、
馬
廻
組
に
涯
せ
ら
れ
、
周

年
入
居
残
。
璽
恒
か
ら
五
代
粛
三
左
衛
門
に
歪
り
、

寛
政
七
年
十
二
周
知
行
を
召
政
さ
れ
た
。

ハ
セ
ガ
ハ
ジ
ユ
ン
ヤ
長
谷
川
準
也
突
は
奥
一
。

猷
の
孫
。
初
め
金
棒
藩
の
士
宮
で
あ
っ
た
が
、
明
治

六
年
金
樽
町
総
医
長
と
な
り
、
尊
い
で
製
糸
・
銀
糸
・

銅
器
各
曾
祉
を
起
し
て
士
民
の
悶
窮
を
数
ひ
、
・
尾
山

神
社
の
前
門
を
建
て
、
サ
六
年
金
海
市
長
に
嬰
け
ら

れ
て
百
方
計
観
す
る
腕
あ
り
、
四
十
年
十
周
十
九
日

六
十
六
践
を
以
て
現
し
た
。

ハ
セ
ガ
ハ
ト
ウ
Z

ツ
長
谷
川
等
腕
長
谷
川
源

の
按
師
。
七
尾
町
萄
記
に
、
『
宗
也
等
慌
ハ
原
本
等
融

に
作
る
〉
信
正
、
俗
稽
新
之
丞
、
寛
文
七
年
七
用
品
ハ

日
卒
、
商
器
生
照
信
士
、
京
都
寺
町
遁
丸
太
町
海
土

宗
信
行
寺
葬
。
』
と
起
し
、
等
伯
の
次
子
と
し
て
あ
る

が
、
燕
謹
風
雅
に
は
等
伯
の
長
子
を
信
春
、
次
子
を

宗
也
と
し
、
信
春
の
子
を
等
慣
と
し
て
ゐ
る
が
、
思

ふ
に
宗
也
と
等
憶
と
は
一
人
で
あ
り
、
簡
は
信
正
で

あ
る
こ
と
七
尾
萄
胞
の
い
ふ
如
く
で
あ
ら
う
。
叉
扶

桑
筒
入
停
に
は
等
伯
の
康
子
と
し
て
居
る
。

ハ
セ
ガ
ハ
ト
ウ
ハ
タ
長
谷
川
等
伯
能
菅
七
尾

の
入
、
長
谷
川
涜
の
質
租
で
あ
る
。
七
尾
町
萄
記
に

『
法
眼
長
谷
川
等
伯
藤
原
信
沼
、
俗
稿
文
四
郎
、
後

六
七
六

改
=
久
穴
「
焼
=
雲
渡
鷲
「
京
都
三
傑
街
了
頓
闘
子
居

住
、
能
州
七
尾
産
、
少
耐
好
v
盤
、
古
法
眼
元
信
長
子

師
=
狩
野
結
露
一
宗
信
-
製
品
織
法
一
各
政
=
宗
伯
4

祐
容

夜
耐
後
、
等
盆
成
=
門
人
目
白
斑
遺
蹟
入
=
佳
境
目
叉
殴
=

名
等
伯
-
也
。
盤
臣
秀
吉
公
局
=
御
鎗
師
円
賜
=
知
行
二

百
石
刊
護
大
坂
御
陣
六
年
前
、
征
夷
大
勝
軍
源
家
康

公
御
治
世
後
、
一
夜
v
召
=
江
東
「
途
中
頓
護
v
病
、
璃
織
τ

到
=
江
府
-
著
れ
病
璽
耐
僅
綬
二
一
宿
-
耐
終
卒
。
行
年

七
十
ご
歳
。
江
戸
問
調
院
弾
。
法
部
俄
滞
腕
等
伯
日

妙
隠
士
、
慶
長
十
五
年
庚
成
二
周
サ
四
日
。
宿
坊
於
昌

京
都
-
者
、
小
川
頭
本
法
寺
塔
頭
数
行
院
川
同
於
=
本

閥
-
者
、
能
菅
凶
七
尾
ハ
小
島
〉
本
延
寺
、
・
本
法
寺
末
寺

也
。
』
と
あ
る
。
策
し
大
坂
御
陣
六
年
前
の
文
は
訴
し

い
が
、
こ
れ
は
等
伯
を
知
り
得
ぺ
き
唯
一
の
史
料
で

あ
ら
う
。
等
伯
の
街
論
を
本
法
寺
日
通
上
人
の
集
録

し
た
も
の
は
、
今
も
同
寺
に
臓
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の

朋
子
は
、
英
機
紙
の
故
恕
を
裏
返
し
に
し
た
も
の
L

袋
綴
鑓
付
十
九
枚
で
、
題
策
に
『
強
説
、
長
谷
川
等
伯

担
之
』
と
し
、
叉
別
に
事
保
の
頃
加
へ
た
表
紙
が
あ

っ
て
、
そ
れ
に
は
『
舗
之
殻
競
輪
議
と
記

す
る
。
叙
事
九
十
一
一
一
保
、
文
章
一
貫
せ
ぬ
が
、
之
に

蹴
っ
て
等
伯
の
抱
制
限
が
知
ら
れ
る
。
日
泊
は
泉
州
刷
物

妙
凶
寺
日
琉
の
門
下
で
、
天
正
十
四
年
本
法
寺
に
入

。、
m
艇
長
十
三
年
五
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。

ハ
セ
ガ
ハ
ト
ウ
ヨ
長
谷
川
等
審
長
谷
川
流

蜜
師
で
能
鷲
の
入
。
等
伯
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
せ

ぬ
が
、
今
羽
咋
郡
妙
成
寺
に
殺
す
る
六
曲
厩
風
松
杉

闘
が
あ
る
。
叉
同
寺
臓
信
春
録
湿
撰
像
の
闘
を
模
潟

し
て
、
『
臨
長
四
年
七
周
二
日
長
谷
川
等
楼
是
潟
也
』

と
起
し
た
も
の
も
、
鹿
島
郡
小
島
成
蓮
寺
に
離
せ
ら

れ
る
。
等
審
の
物
故
は
悶
小
島
本
延
寺
の
過
去
帳
に

寛
永
十
三
年
正
周
二
十
六
日
と
せ
ら
れ
る
。

ハ
セ
ガ
ハ
ト
ウ
ヨ
ウ
長
谷
川
等
譲
事
保
頃
の


